




要旨:小児の喘息の大半は自然冶癒(アウトグロー)するとされるが、  その “冶癒状態”

は個々人により異なると考えられる。  このため、アウトグロー状態にある喘息既往者を

問診、理学的所見、肺機能検査およぴ気道過敏性検査などから亜集団に分類し、それぞれ

がどの程度の比率で存在し、どのような遺伝的あるいは環境的背景を有するのかを検討す

ることは喘息の管理指針作成に有用と思われる。


